
平成 24年 10月 1日 ～  平 成 25年 度 3月 31日 まで

◇ 概    要  ◇

本会は平成 24年度、当初の予定通り10月 1日付にて 「一般財団法人」への移行登記を完了。新しく一般

財団法人囲學院大學院友会として歩みを始めた。本会が発足して 125年にあたる年であった。

これに伴い、囲學院大學の同窓会組織として、 「公益目的支出計画」に則して事業を進めるべく、夫々の

事業を実施した。

◇ 事    業  ◇

◇ 【育成事業】

■囲學院大學学生等支援 ◆学生の諸活動を支援した。
→國學院大學の歴史地理学教室 (吉田敏弘教授)の 学生達が、長年、

岩手県大船渡市や、一関市の骨寺村荘園遺跡調査の研究活動を通して、

地域の方々と深いかかわりを持っていた。調査の傍ら学習田として米

栽培に協力を頂いたりしていたが、その絆を基に、この地域の復興を

支援しようと、研究活動の展示や交流会事業を行った。

この活動 ・事業を支援、協力した。
・日時 :平成 24年 11月 10日 (土) 14:00～ 16:00
。主管 :歴史地理学教室、國學院大學岩手県人会
・共催 :本会 ・費用 :31′116円

◆育成事業に該当する学生の会館利用の際の施設の経費の減免を行った。
・補助金額  2,941′ 155円 ・対象件数 128件

◆ 「絶対必要 !新社会人実践マナー教室」を開講した。
・内 容 :母校キャリアサポー ト課と連携して、新たに社会人となる

学生達へ、職場や訪問 ・接客時の礼儀作法、並びに文書の

書き方、コミュニケーションの基本、等を学んでもらう講座

を実施 した。内容は学生の要望や大学、社会の要請に則 した

ことを考慮 した。

村上侑美枝 (むらかみ ・ゆみえ/会 員)氏

/総 合マナーコンサルタント、囲掌院大學北海道短期大学部客員教授

①平成25年 1月 16日 (水)、 ②l月 30日 (水)

1 限  12:50～ 14:20//2限   14:30～ 16:00

業事施実◇

院友会館 地 下大ホール ・定 員 :30名

①申込 14名、受講者 10名 ② 申込 34名 、受講者 24名

無料 (諸経費は本会で負担)

囲學院大學

講師謝礼  89′096円 (所得税・復興特別税込)@22′274円 ×4

会場提供費 26′250円 (一日 13′125円×2、税込)

◆ 「國學院大學キャリア講座 ・ライフプラン編」への協力を行った。
・内 容 :母校キャリアサポー ト課と協力連携し、新たに社会人とな

・日 時

る学生達へ、就職後の知っておくべき法律知識や、雇用形態、

自身のライフプランの考え方等を学ぶ講座を実施した。

平成 25年 2月  1日 (金)

1 限  12:50～ 14:20///2限  14:30～ 16:00

院友会館 3階 大会議室

申込 25名 、受講者 22名

・講 師

。日 時

・会 場
。人 数
・受講料
・後 援
・費 用

場

数

△
ム
人



・受講料 :無 料 (諸経費は大学が負担、会場提供費は本会で負担)

・主 催 :囲 學院大學      ・ 協  力 :本 会

・費 用 :会 場提供費 13′125円 (税込)

◆卒業生 との交流。

→学生にとっては、日ごろの研究 ・活動の成果の発表の場でもある若木祭

(学園祭)期 間中の 11月 3日 (土:文化の日)に 、囲學院大學でも渋谷

キャンパスでホームカミングデーを開催。卒業生の来校を呼び掛けている。

この折に、地域 (支部)の PRも含めて現役学生達と卒業生との接点を持ち、

学生達の就職支援、相談など、普段交流や情報交換の難しい地方 (支部)の

先輩たちとも、気軽に交流が出来るように支援し、交流を行った。

・全国各支部から今年度は、北海道道南支部、山形県支部、静岡県中部支部の

3支部が協力。  合 計 272′000円を支援した。

◇ 【講座 ・講演会事業】 ◆ 囲學院の培ってきた学問を中心に、我国の伝統的な文化を広く社会に継承

すべく、豊かな人間形成を目的とした講座や講演会等を開催した。

◆ 『古事記全講研究会 (第20期 )』 を開催した。
・講 師 :中村啓信氏 (國學院大學名誉教授)

。日 時 :平成 24年 10月 17日、11月 21日 、12月 19日、

平成 25年 1月 16日、2月 20日、3月 13日

→毎水曜日 14:30～ 16:00

。会 場 :院友会館 3階 大会議室
・受講生 :55名

・受講料 :15′750円 1税込 10回分)

ただし、前回受講者と本会メンバーズカー ド所有者は

14′175円1税込 10回分)。また、学生 (学部学生 。大学院生)

ヤよ10,500円 (税込 10回分/学 生証提示)
・講師謝礼 :111′370円 (所得税 ・復興特別税込)@22′274円 ×5

。収益 791′602円  (移 行後分    0円 ・移行前分 791′602円 )
。費用 375′650円  (移 行後分 199,300円 ・移行前分 176′350円 )

◆ 『源氏物語講座1第6期 )～ 少女|おとめ)巻を読む～』を開催した。
・講 師 :針本正行氏十囲學院大學副学長・文学部教授・本会副会長)
・日 時 :平 成 24年 10月 1日、11月 12日、12月 10日、

平成 25年 1月 21日 、3月 11日

→毎月曜日 13:30～ 15:00

。会 場 :院友会館 3階 大会議室
・受講生 :23名

・受講料 :15′750円 1税込 10回分)

ただし、前回受講者と本会メンバーズカー ド所有者は

14′175円1税込 10回分)。また、学生 (学部学生 。大学院生)

ヤよ10,500円 (税込 10回分/学 生証提示)
。講師謝礼 :111夕370円 (所得税 ・復興特別税込)@22,274円 ×5

。収益 335,475円  (移 行後分    0円 ・移行前分 335′475円 )
。費用 374′182円  (移 行後分 185′365円 ・移行前分 188,817円)

◆共催による公開講座
・院友学術振興会公開講座 『囲學院の古典』(第16回)を、協力団体との

共催事業として開催した。当日の講義に至る案内や PR活 動、テラシ作製、

資料準備、会場設営、受付、などを本会が受け持った。
・内 容 :囲學院大學で学位を得た先生方の会で、協力団体でもある



院友学術振興会との共催で、古事記 ・万葉集 ・源氏物語

中国文学 ・風上記 ・国語学など、囲學院が培ってきたもの

を基に多彩な分野から古典について講義を行った。
・日 時 :平成 25年 1月 15日 (火)～ 19日 (土)の 内、16日 を除いた

5日 間で開催。 ① 13:00～ 14:30 ② 14:50～ 16:20
。会 場 :院友会館 3階 大会議室にて。
。定 員 :各 70名   一 般公開

平成 25年 1月 15日  万 葉集 ・城崎陽子氏 77名

源氏物語 ・秋澤 亙 氏 77名

1月 17日 中国文学 ・松田 稔 氏 96名

万葉集 ・菅野雅雄氏 103名

1月 18日  国 語学 ・浅川哲也氏 69名

風土記 ・谷口雅博氏 74名

1月 19日  古 事記 ・小林真美氏 81名

源氏物語 ・林田孝和氏 80名
・後 援 :渋谷区 ・渋谷区教育委員会 ・國學院大學

◆公益事業 「囲學院大學石川県文化講演会」 (一般公開)を 開催した。
・公益事業実施費用を以て、本部事業として石川県支部が主管する公開

講演会を実施した。金沢市で実施。
・内 容 :國學院大學硬式野球部監督 ・鳥山泰孝氏による県下高校生 ・

高校球児、指導者、保護者、院友等幅広くスポーツ (野球)を

通した教育の話を行った。
・講 師 :囲學院大學硬式野球部監督 ・鳥山泰孝氏 (106法 )
・テーマ :『高校時代に学ぶべき十の事』
。日 時
。会 場
・聴講者
・受講料
・費 用

平成 24年 11月 18日 (日) 14:00 ～  16:30

金沢市文化ホール ・大ホール (石川県金沢市)

680名

無料

300′000円

・主管団体 :囲學院大學院友会石川県支部
・共催団体 :囲學院大學、同若木育成会石川県支部、囲學院大學院友会
・後援団体 :北國新聞社、テレビ金沢、北陸放送、金沢ケーブルテレビ、

エフエム石川、ラジオかなざわ

◆サロン・コンサー トを開催した。
・豊かな人間形成を目的とした事業の一環で、学生のみならず地域社会ヘ

の貢献を目的として実施している。
・入場無料 。会館 ]階 ロビーにて開催。クラシック、ジャズなどジャンル

を問わず、幅広い楽しいコンサー トを実施した。第5回と6回の2回開催。

*第 5回  サ ロン・コンサー ト
…アルゼンテン・タンゴの名曲を中心に開催した。

・平成 24年 12月 15日 (土) 14:00～ 15:45
・院友会館 1階 ロビー

・主催 :本会
・演奏 :ピアノ…青木菜穂子/バ ンドネオン…平田耕治

ヴァイオリン…那須亜希子/ヴ ォーカル…SGyQcG
・曲目 :LQ cumpttsittG   」eclousy   Liberlongo  他
・無料 。一般公開
・費用 312′099円



260,000円(アリアミュージックオフイス)→演奏料

52,099円ピアノ調律代 他
・来場者 57名

*第 6回  サ ロン ・コンサー ト
…日本の歌を中心に開催した。

14:00～ 15:45・平成 25年 3月 16日 (土)
・院友会館 1階 ロビー

・主催 :本会
・演奏 :メゾソプラノ…吉田 静 /テ ノール…三浦幸未知

ピアノ…須永藤子

さくらさくら  か らたちの花 他。曲目 :みかんの花咲く丘
・無料 。一般公開
。費用 309′326円

260,000円 (アリアミュージックオフイス)→演奏料

49′326円ピアノ調律代 他
・来場者 80名

◇ 【会館施設提供事業】

◆地域社会の健全な発展を目的とする会館利用への施設の提供、または

経費の補助を実施した。

・対象件数 1も件249′375円・補助金額

◇ 【特定寄付】

■学校法人囲學院大學への寄付   ・ 学校法人國學院大學の東日本大震災被災学生支援のための

奨学資金。また母校創立 130周年を祝して教育研究施設充実へ。

他、合計 10,600,000円の指定寄付を行った。

◇ 【同窓会事業】

①会報発行関係

◆ 《院友会報》の編集発行 …・第 351号 から353号 を編集発行した。■院友会報の発行
一般財団法人移行記念号 ・支部活動特集号→ 「351号」・・・

日付、10月下旬に発送。/平 成 24年 10月 1

10月末の※10月 1日の移行登記完了日付で関係記事を特集し、

発送とした。
・会報作製 全 16面/86′000部 /2′094′960円 /③ 23′2円
・会報発送 84′173件/発 送費用 5′004′177円 (税込)

新年号/平 成 25年 1月 1日付、12月中旬発送。→ 「352号」…・

・会報作製 全 12面/85′900部 /1′758′802円 /③ 19′5円
。会報発送 83′879件 /発 送費用 4′903′842円 (税込)

新院友歓迎号→  「353!弓|」…・

/平 成 25年 3月 23日 付、3月 下旬発送。
・会報作製 全 16面/91,250部 /2′174,943円/③ 22,7円
。会報発送 83′783件 /発 送費用 4,960′102円 (税込)

②会員の親睦 ・統括 ・組織化

                       情 報交換や交流、新法人ヘ■会員の親睦、組織化と統括  ◆ 全国各支部総会等の会合へ本部から参加し、

交流を図つた。の説明などを行い、

など29の 会合 ・懇親会ヘ→支部総会、地区部会、職域、協力団体、

参加した。



■新年院友交歓会の開催

■ホームベージの運営

■院友会員のデータ管理

③同窓会共通事項

■会費納入促進について

■会費納入状況

◆ 《新年院友交歓会》を開催した。
。日 時 :平成 25年 1月 26日 (土)17:00 ～  18:55
。会 場 :院友会館 地 下大ホール

・出席者 :145名
・収益 806′000円 (会費、酒肴料)
・費用 778′431円 (飲食代、お土産代、本会福引景品代 他 )

◆本会公式ホームベージの活用 → h十十p:〃帥 .kokugGkuin.ortp

→ 母校・学生・各支部や院友情報を発信。会や会館の PR等 も行った。
→ 情報セキュリティには万全を期す。

◆院友会報の発送やホームベージでの会員情報の更新を行った。

→ 院友データの整備により、会報の戻りを出来るだけ少なくした。

◆個人情報保護法 。本会の個人情報に関する取り扱い諸規程を遵守した

対応を行った。

◆会報発送時に、会費納入者 ・未納者ごとに依頼状を同封。

※24年度会費の支部経由実施 … 北海道道東、岩手県、宮城県、福島県中通り、

茨城県、埼玉県西、東京都南多摩、新潟県、福井県、静岡県東部、静岡県中部、

奈良県、大阪府、滋賀県。  14支 部

※神社(24年度).… 寒川神社、鶴岡八幡宮

◎年度会費

※(平成24年 10月 1日～平成25年 3月 31日)

2,796,000円   932件

24年度  6′651′000円  2′219件

(平成24年 4月 1日～25年3月 31日まで)

23年度  ア ′430′000円  2,4アア件

22年度  6′ 133,000円  2,046件

21年度  5′615′000円   1′873件

20年度  5′816,000円  1′941件

◎十年会費 (一 般 )

※(平成 24年 10月 1日～平成 25年 3月 31日 )

3′ア40,000F司     187件

24年度  8′490,000円   425件

(平成24年4月 1日～25年3月 31日まで)

23年度  9′270′000円    464件

22年度  6′ア10′000円    336件

21年度  6′610′000円   331件

20年度  5′420′000円   2ア 1件

◎十年会費 (代理徴収) … 24年度 46′500′000円   2′325件

(平成 24年 4月 1日～25年 3月 31日まで)

23年 度  47′240′000円    2′ 362件

22年 度  46″520′000円    2′ 326件

21年 度  46′280′000円    2′ 314件

20年 度  45′420′000円    2,2ア 1件

◆祝電など、電報サービスを実施した。

→ 結婚 1、叙勲 ・褒章 ・褒賞 10、慶事 9件 の祝電等を贈った。

◆会報を使った「ビジネスサポー ト」による同封サービスの実施。

→ ・351号 (10.1付)同 封。 (@3′ 15×部数)
…東京都二十三区支部 15,478部 (東京都下)

■会員へのサービス



◆同期会、クラス会等の開催支援を行った。開催においては、キャンパス

見学会を希望により実施した。

◆各支部、職域 。地区部会、協力団体等の総会等開催支援を行った。

◆夫々会合の開催については、個人情報保護法を遵守しながら、名簿の

出力などについて、大学への仲介を行った。

■院友の図書 整 理分類    ◆ 大学図書館や図書館学講座学生等の協力を得ながら、院友の寄贈図書

を整理分類するため、関係各機関と打合せを重ねた。

◇ 【収益事業】

■会館の利用         ◆ 近隣企業、学内に対し利用促進を図った。

・会館事業収益合計 18,487′167円

■神職養成講習会への協力   ◆ 大学が実施した「神職養成講習会」に対しては、特別料金を設定して協力

した。

→ 平成 24年 度は、 「第 128回」の講習会が開催された。
・平成 25年 2月 4日 ～3月 19日 までが講習期間。神職を目指す

男性 23名 、女性 10名が本会館を中心に研修。

◇ 【法人事業】

■評議員会 ・理事会の開催   ◆ 第 1回評議員会 平 成24年 12月24日(月) 決 議の省略による開催

◆第 1回理事会  平 成24年 10月22日(月) 15:00～ 16:20

出席理事 21名 (26名 中) 監 事 3名 (3名中)

第 2回 理事会  平 成24年 11月26日(月)決 議の省略による開催

第 3回 理事会  平 成24年 12月 7日 (金)14:05～ 15:25

出席理事 19名 (26名 中) 監 事 3名 (3名中)

第 4回 理事会  平 成25年 3月 30日 (土)13:02～ 14:25

出席理事 16名 (26名 中)監 事 1名 (3名中)

以上、定款に基づき、評議員会、理事会を開催した。

◇ 【その他 共 通事項】

■防災 ・衛生など       ◆ 防災計画などを基に、日常での防災管理を徹底し、防災訓練 ・衛生

管理にも常に注意をはらった。

→ 専任職員 ・臨時職員|アルバイ ト)や関係者の意識高揚と徹底を図る

ため、防災訓練を行った。

・平成24年 12月20日 (木)17:24～ 17:38

/職 員 ・宿直アルバイ ト全員参加で実施。

◆設備の補修 ・改修、日常的な整備を心がけた。

以  上



附属明細書

平成 24年 度事業報告 には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行

規貝J」第 34条 第 3項 に規定す る附属明細書 「事業報告の内容 を補足する重要な

事項」が存在 しないので、作成致 しません。

一般財団法人國學院大學院友会

以 上


